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バ
タ
ビ
ァ
は
和
蘭
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
、
云
は
や

新
嘗
地
で
あ
り
、
其
創
立
以
家
僅
か
に
三
百
年
の
星
霜
を

経
だ
に
過
ぎ
な
い
歴
史
納
背
景
の
極
め
て
乏
し
い
所
で
あ

る
〇
一
町
來
一
五
入
○
フ
キ
リ
・
ソ
ブ
ニ
世
が
ス
ペ
イ
ン
ご
ボ

ル
｝
ガ
ル
薮
の
南
國
を
統
・
一
し
て
か
ら
、
和
蘭
船
の
ソ
ス

ボ
ン
入
港
を
禁
止
し
た
。
當
時
東
洋
貿
易
の
全
署
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
掌
中
に
あ
り
、
和
蘭
入
は
唯
此
に
集
注
し
た

香
料
を
始
め
其
他
の
物
島
を
欧
洲
諸
港
に
分
配
す
る
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
所
が
今
や
彼
等
は
ソ
ス
ボ
ン
に
入
る
こ
ご

の
田
摩
な
く
な
つ
元
が
爲
め
、
其
海
上
貿
易
の
野
心
を
全

然
放
棄
す
る
か
、
若
く
は
自
か
ら
東
洋
の
航
路
を
開
く
か

何
れ
か
一
を
鐸
ば
ざ
る
を
得
ざ
る
究
境
に
立
つ
た
。
然
る

に
當
時
束
印
度
諸
島
へ
の
航
路
ビ
し
て
は
、
ポ
川
ト
ガ
ル

人
は
喜
望
峰
を
迂
画
し
、
ス
ペ
イ
ン
入
は
マ
ラ
ゼ
ン
海
峡

を
通
過
し
た
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も
絶
醤
秘
密
に
附
せ
ら

れ
、
海
圖
は
出
帆
の
時
鷲
長
に
遣
え
ら
れ
、
露
航
の
時
は

・
直
ち
に
之
を
返
却
せ
し
め
、
航
海
中
も
雛
長
以
外
断
じ

て
他
の
鷲
員
の
親
る
を
許
さ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
｝
）
暮
9
工
貧
・
2
ω
毒
緊
養
智
・
や
お
）
で
和
蘭
人
は
一

時
南
極
を
瀟
一
じ
印
凌
に
出
つ
る
…
途
を
も
勉
め
た
が
、
成
功

せ
す
、
百
方
苦
悶
の
後
、
　
瀧
見
に
　
∩
○
毒
鉱
奮
　
寓
。
艮
ヨ
¢
の
渇

な
る
も
の
偶
リ
ス
ボ
・
ン
に
在
り
、
漸
く
に
し
て
其
秘
密



を
探
り
得
π
の
で
、
　
一
時
は
彼
も
之
が
爲
め
獄
に
投
ぜ
ら

れ
た
が
、
代
償
金
に
よ
っ
て
難
壁
を
免
れ
、
和
蘭
に
蹄
り

此
π
に
東
邦
商
會
（
∩
雲
も
僧
σ
q
艮
。
〈
翠
く
2
．
お
）
な
る
も
の
を

組
織
一
、
　
一
五
九
五
年
缶
。
露
ヨ
窪
兄
弟
（
0
9
邑
男

属
2
聖
王
）
は
宣
β
嵩
。
回
。
髭
Φ
戦
等
二
百
五
十
人
ご
共
に

四
隻
の
船
に
分
乗
し
て
、
璽
年
始
め
て
ス
マ
ト
ラ
に
蓬
し

次
い
で
瓜
畦
の
西
岸
ス
ソ
ダ
海
峡
に
面
す
る
切
藁
婁
ρ
に

至
っ
た
○
薄
れ
が
抑
も
和
蘭
人
の
瓜
生
に
來
た
始
で
あ
る

煎
れ
よ
り
巻
き
ポ
ル
ト
ガ
ル
入
は
バ
ソ
タ
ソ
を
隔
る
れ
ん

こ
し
て
、
其
士
王
ご
黒
幕
を
始
め
て
居
だ
が
、
容
易
に
之

を
扱
く
こ
ご
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
彼
等
は
和
蘭
人
の
渡

來
を
以
て
反
っ
て
幸
と
な
し
、
和
蘭
人
亦
バ
ン
タ
ン
階
落

の
後
は
此
に
商
赴
を
厳
く
べ
き
約
束
を
以
て
彼
に
癒
援
し

逡
に
其
目
的
を
達
し
た
。
爾
來
和
蘭
人
は
メ
ペ
イ
ン
の
尾

大
掠
は
ざ
る
に
乗
じ
、
次
第
に
僖
ボ
ル
｝
ガ
ル
殖
民
地
に

・
其
勢
力
を
扶
植
し
之
を
騙
妬
し
、
一
六
六
〇
年
萄
西
爾
國

間
の
不
和
以
來
東
洋
の
商
工
は
殆
ん
ご
和
蘭
入
の
濁
占
す
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る
所
ビ
な
っ
た
。
其
後
隊
洲
に
於
け
る
國
際
關
係
の
消
長

に
よ
っ
て
、
束
印
度
諸
島
の
商
権
も
亦
屡
移
動
し
、
瓜
畦

の
如
き
も
或
時
に
は
佛
國
旗
の
翻
る
所
ご
な
り
、
或
時
に

は
二
七
の
領
土
ご
も
な
っ
た
が
、
一
八
一
四
、
五
年
以
來

は
、
確
者
に
和
蘭
人
の
領
土
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
斯
の
如
く
和
蘭
入
は
一
五
九
六
年
始
め
て
ベ
ン
タ
ン
に

來
た
の
で
あ
る
が
、
次
第
に
東
洋
の
交
通
が
頻
繁
こ
な
）

一
六
〇
二
年
に
は
和
蘭
束
印
度
商
會
な
る
も
の
が
組
織
せ

ら
れ
、
一
六
一
〇
年
に
は
始
め
て
総
督
が
鐙
か
れ
た
。
が

爾
ほ
ベ
ン
タ
ン
を
以
て
瓜
畦
の
年
半
地
ε
し
て
居
た
の
で

あ
る
〇
一
六
一
入
年
に
至
り
ベ
ン
タ
ン
の
根
臨
地
を
棄
て

東
の
方
當
時
U
智
冨
霞
9
Q
鋳
ρ
貯
9
）
ご
繕
し
た
土
人
町
の

傍
に
和
蘭
政
磨
並
び
に
商
館
を
移
し
來
つ
た
。
薫
れ
が
今

の
バ
タ
ビ
ァ
の
奮
市
街
（
下
町
）
で
あ
る
が
黒
質
植
民
地
を

バ
タ
ビ
ァ
ご
繕
し
た
の
は
實
に
一
⊥
公
二
年
か
ら
で
あ
る

而
し
て
ベ
ン
タ
ン
は
元
ご
ベ
ン
タ
ン
國
の
首
府
で
あ
っ
た

が
、
凶
器
も
滅
び
、
一
時
は
各
署
商
船
の
幅
溶
し
だ
ベ
ン

　
　
　
　
　
　
鱈
解
二
　
難
脳
　
　
　
山
ハ
一
　
（
一
；
二
）



　
　
　
第
六
巻
　
　
　
雑
　
惟
茶
　
　
瓜
　
唾…

@
紀
　
行
（
中
）

タ
ソ
の
港
も
、
今
や
荒
子
亘
る
漁
村
ビ
な
り
了
つ
た
。

　
バ
タ
ビ
ァ
の
穫
市
街
は
元
來
河
水
の
沙
泥
を
流
出
し
た

洲
の
上
に
建
て
ら
れ
た
所
で
あ
る
か
ら
緑
地
で
あ
る
が
、

エ
ハ
九
九
年
彼
テ
ラ
ク
火
山
の
大
噴
火
以
後
特
に
太
甚
し

く
、
一
七
三
三
か
ら
玉
膚
入
梅
の
問
に
は
毎
年
熟
病
の
爲

め
に
死
せ
る
も
の
二
千
人
に
達
し
た
ご
い
ふ
○
で
或
は
「
世

界
に
於
け
る
最
も
不
健
康
地
」
こ
も
画
せ
ら
れ
た
。
一
八

○
入
一
一
一
年
の
聞
総
督
で
あ
っ
た
U
o
。
匿
の
『
は
市
街

の
北
方
稽
高
燥
の
地
に
新
市
街
（
今
の
上
町
！
！
．
鐸
9
、
器
号
巴

を
造
り
、
家
屋
も
和
蘭
風
に
密
閉
し
た
も
の
で
は
な
く
、

熱
幣
地
方
に
墨
髭
し
、
塞
氣
の
流
麺
を
善
く
し
た
が
爲
め

幾
分
其
弊
を
免
る
を
得
た
。
が
今
日
で
も
瓜
畦
島
に
渡
家

す
る
外
人
は
、
必
ら
す
一
度
は
マ
ラ
ソ
ア
に
羅
か
ら
ざ
る

は
な
い
こ
も
い
は
れ
て
居
る
。
斯
く
新
市
街
が
田
來
て
か

ら
は
、
是
れ
が
外
帯
の
住
宅
地
こ
な
り
、
蕪
市
街
は
輩
に
商

業
の
爲
め
の
事
業
塵
銀
行
等
の
集
ま
る
所
ご
な
り
、
外
人

に
し
て
一
人
も
此
に
宿
泊
す
る
も
の
は
な
く
、
住
す
る
斯

　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
ニ
　
　
（
二
一
ニ
ニ
）

の
も
の
は
唯
支
那
人
若
く
は
亜
刺
比
亜
人
か
土
人
の
み
で

あ
る
。

　
斯
く
新
市
街
並
ち
上
町
は
最
近
に
成
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
全
く
近
代
風
の
建
築
の
み
で
、
更
ら
に
見
る
べ
き

も
の
は
な
い
。
唯
バ
タ
ゼ
ァ
人
の
所
謂
「
世
界
最
大
の
練

兵
場
」
ご
繕
す
る
囚
象
貯
σ
q
・
・
鳳
。
営
の
西
方
直
ち
に
之
に
面

し
、
バ
タ
ビ
ァ
の
考
古
博
物
館
な
る
も
の
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
此
博
物
館
に
は
瓜
膿
各
地
よ
り
弓
手
し
た
古
代
の

佛
敢
や
婆
羅
門
激
の
彫
像
を
始
め
、
刀
劒
石
碑
か
ら
衣
服

織
物
の
類
や
家
屋
の
標
本
に
至
る
蓬
之
を
陳
刻
し
、
又
中

に
は
和
蘭
東
印
度
商
港
時
代
に
使
用
し
た
器
具
装
飾
品
等

を
蒐
集
し
た
室
も
あ
わ
、
可
な
り
に
興
味
多
い
も
の
で
あ

る
。
　
下
町
の
今
多
く
欧
人
の
商
店
事
務
所
の
あ
る
所
は
、
古

の
貴
族
町
で
あ
っ
て
、
元
の
水
晶
宮
ご
い
は
れ
た
商
館
の

跡
は
殆
ん
ご
全
く
消
滅
じ
、
商
店
の
前
面
に
そ
れ
ご
畳
は

る
、
古
代
和
蘭
風
の
彫
像
の
痕
を
早
め
得
る
の
み
で
め



る
。
昔
の
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
の
市
も
、
一
面
に
荒
野
と
な
り
、
今

は
僅
か
に
一
市
街
に
其
名
を
留
め
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
〇

十
七
世
紀
に
創
建
せ
ら
れ
π
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
寺
院
も
存
在

す
る
が
、
是
れ
亦
欺
洲
に
於
け
る
貧
場
な
る
田
舎
寺
を
見

る
ご
同
じ
で
、
睡
り
興
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
唯
此
に

は
奇
怪
な
る
遺
物
が
＝
一
あ
る
。
其
一
は
・
今
ペ
ナ
ン
門
ご

際
す
る
門
外
、
草
蒜
の
問
に
長
さ
十
五
吠
計
り
の
大
砲
が

一
門
横
は
つ
て
あ
る
。
如
何
な
る
故
に
此
に
あ
る
の
か
知

ら
ぬ
が
、
之
ご
同
様
の
も
の
が
爾
ほ
一
門
、
ベ
ン
タ
ソ
の
北

岸
に
あ
り
、
此
二
門
が
相
宣
す
る
時
が
郎
ち
和
蘭
人
の
瓜

畦
よ
り
追
放
せ
ら
る
、
時
で
あ
る
ご
土
人
は
信
じ
て
居
る

果
し
て
何
時
斯
か
る
時
期
が
到
來
す
る
の
で
あ
ら
う
が
。

而
し
て
一
方
で
は
出
撃
大
砲
を
以
て
ジ
ソ
ガ
（
課
業
）
ご
な

し
、
土
民
は
之
に
燈
明
や
香
華
を
捧
げ
禮
亡
し
て
居
る
。

愈
愈
今
の
瓜
痴
人
は
殆
ん
ざ
全
く
回
心
徒
で
あ
る
が
、
彼

等
は
嘗
て
蕉
風
の
盛
な
る
時
に
は
佛
激
徒
ご
な
う
、
婆
羅

門
敷
の
行
は
れ
た
時
に
は
婆
羅
門
敏
徒
ご
な
り
、
同
文
の

　
　
　
第
山
ハ
巻
　
　
　
雑
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嘘
　

紀
　
　
行
（
申
）

渡
摩
ご
共
に
又
同
敷
信
者
こ
な
っ
た
、
而
し
て
尊
信
抑
は

志
ん
ざ
忘
れ
た
る
が
如
く
棄
て
＼
顧
み
な
い
。
彼
等
は
斯

く
如
何
な
る
宗
敷
も
容
易
に
之
を
信
じ
得
ら
る
＼
ご
同
時

に
、
同
相
徒
で
あ
る
ご
い
っ
て
も
、
他
國
の
圃
敷
面
ご
は

大
に
其
趣
を
異
に
し
、
婆
羅
門
の
下
血
に
冠
し
て
も
又
下

敷
の
寺
塔
に
向
っ
て
も
，
濃
拝
供
養
し
て
秋
毫
も
怪
し
ま

澱
。
前
の
ソ
ン
が
信
仰
の
如
き
も
亦
其
一
例
で
あ
る
。
基

督
敷
は
何
故
か
此
に
は
除
り
多
く
布
敏
せ
ら
れ
な
い
が
、

若
し
基
督
敷
な
り
佛
敷
な
り
が
、
鞘
熟
心
に
之
を
布
敏
す

れ
ば
、
彼
等
の
信
仰
は
又
直
ち
に
鍵
化
す
る
で
め
ら
う
ご

思
ふ
。

　
ム
乙
つ
奇
怪
な
る
は
国
＆
2
冷
艶
の
濁
骸
ご
繕
す
る
も

の
で
あ
る
。
前
記
敏
會
堂
を
去
る
遠
か
ら
ず
、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ

町
の
左
側
に
、
古
代
家
屋
の
周
壁
の
曖
肌
獣
が
あ
り
、
其
上
に

一
の
腰
腰
が
載
っ
て
居
る
。
一
見
す
る
所
で
は
石
彫
の
や

う
に
も
見
へ
る
が
、
生
首
の
上
に
石
器
を
塗
っ
た
も
の
だ

ご
い
ふ
。
導
げ
。
薮
厩
ご
は
名
を
団
簿
2
こ
い
ひ
、
元
ε
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濁
逸
人
ご
土
人
の
女
こ
の
間
に
生
じ
た
も
の
で
、
後
同
敷

徒
ε
な
り
、
蠣
か
に
土
民
の
間
に
勢
力
を
扶
植
し
、
其
徒

一
萬
七
千
人
ご
聡
せ
ら
れ
た
。
彼
は
和
蘭
人
を
騙
　
追
し
、

自
か
ら
バ
タ
ビ
ァ
王
た
ら
ん
こ
ご
を
企
て
た
の
で
あ
る
が

和
繭
浄
罪
に
内
通
す
る
も
の
あ
っ
て
、
其
事
敗
れ
、
一
七

ニ
ニ
年
其
皆
皆
獲
殺
せ
ら
れ
、
其
家
は
殿
た
れ
、
彼
の
首

は
永
久
に
憂
慮
壁
の
一
部
に
賑
さ
れ
、
後
世
の
誠
こ
せ
ら

れ
た
の
だ
ご
い
ふ
。
現
に
落
首
の
下
に
は
蘭
語
ご
土
語
ε

を
以
て
其
因
緯
を
彫
刻
し
た
石
を
壁
に
談
込
ん
で
あ
る
。

蘭
語
の
分
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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虫
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簿
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O

　
　
　
　
　
　
　
　
σ
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切
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℃
①
壱
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型
3
血
さ
客
2
鴨
駈
亀
鑓
窪
δ
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亀
9
0
0
9
鉱
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諺
呂
住
霞
9
…
8
戦
空
母
鍵
層
憎
σ
窪
勘
箆
M
も
。
ゴ
”
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M
6
9
6
鴨
鉱
ω
o
o
⇒
夢
凶
も
。
。
。
℃
9
プ
2
笏
ρ
ぴ
缶
冠
ざ
び
q
㎏
○
憎

　
。
・
貯
g
貯
ほ
嵩
○
『
℃
宮
訴
一
応
9
〈
9
⇔
鎚
a
お
く
。
コ
昌
○
ほ
・
冨
㌶
p
＜
貯

　
夢
。
其
・
”
℃
巳
馬
韓
6
回
＼
沁
ω
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三
男
怨
不
覚
な
る
記
念
も
必
ら
す
し
も
後
世
の
誠
ざ
は
な

ら
す
、
和
蘭
人
に
封
ず
る
土
入
．
の
繋
累
は
今
に
至
っ
て
術

ほ
全
く
潰
滅
し
だ
ざ
は
い
へ
澱
。
　
一
入
ご
五
年
に
は
ジ
勇

ク
ジ
ア
王
の
子
彰
℃
◎
属
。
σ
q
o
諺
　
（
叉
〉
暮
9
ノ
く
搾
凶
3
な

る
も
の
徒
窯
聖
結
び
、
和
蘭
人
に
謝
し
反
逆
を
企
て
、
五

ケ
年
の
星
霜
を
経
て
漸
く
に
之
を
鎭
定
し
た
こ
ご
も
あ
る

其
後
は
絶
え
て
斯
か
る
例
は
な
い
が
、
和
蘭
入
の
土
艮
の

叛
臨
を
恐
る
、
こ
ざ
一
隻
で
な
い
Q
一
遇
瓜
縫
の
軍
隊
は

四
萬
人
で
あ
る
が
、
其
三
分
の
一
が
、
欧
入
で
あ
り
、
和



町
人
が
其
將
校
こ
な
っ
て
之
を
統
峯
し
て
居
る
。
が
兵
の

多
分
は
土
民
を
徴
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
彼
等
は

総
べ
て
回
敷
徒
で
あ
る
所
か
ら
、
如
何
な
る
地
方
に
於
て

も
土
民
兵
を
し
て
其
過
墨
隈
を
な
さ
し
め
す
、
其
駐
在
の

場
斯
を
も
墾
更
し
、
警
誠
怠
ら
ざ
る
の
で
あ
る
。

　
爾
ほ
バ
タ
ゼ
ァ
所
見
の
中
、
最
後
に
一
言
し
て
麗
き
た

い
の
は
日
本
入
ミ
カ
エ
ソ
ス
長
兵
衛
（
？
）
な
る
も
の
、
墓

碑
で
あ
る
。
此
墓
碑
は
元
民
家
の
礎
石
こ
し
て
用
ゐ
ら
れ

て
あ
っ
だ
の
を
、
耶
蘇
宣
激
師
が
爽
見
し
、
之
を
践
本
領

事
に
報
告
し
π
の
で
、
慮
外
に
は
搬
出
せ
ざ
る
約
束
を
以

て
領
事
館
に
譲
受
け
た
も
の
だ
さ
う
で
、
今
は
バ
タ
ゼ
ア

日
本
領
事
館
の
前
庭
に
立
て
、
あ
る
。
碑
の
裏
面
に
は
中

央
に
奇
巌
碑
ご
書
し
、
左
右
に
は
多
数
の
支
那
入
の
名
を

心
行
に
も
刻
し
て
あ
る
。
其
文
字
は
磨
滅
し
て
善
く
明
か

な
ら
澱
が
明
代
支
那
瓜
畦
聞
の
貿
易
船
の
夕
波
し
た
車
影

乗
込
員
の
記
念
碑
ε
し
て
作
っ
た
も
の
ら
し
い
。
此
盤
碑

を
利
用
し
、
後
に
長
兵
衡
な
る
も
の
、
、
碑
を
其
裏
に
刻

　
　
　
第
山
ハ
ぬ
曾
　
　
　
二
一
　
纂
　
　
　
瓜
　
　
嘘
　
　
諏
…
　
行
（
由
丁
）

し
た
の
で
あ
る
。
長
兵
衛
と
は
如
何
な
る
も
の
か
鯛
ら
ぬ

が
、
當
時
の
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
に
渡
り
た
る
も
の
、
中
、
夙
に

基
督
敷
に
化
し
彼
に
死
し
た
る
も
の
も
少
か
ら
ぬ
こ
ご
で

あ
ら
う
か
ら
、
爾
ほ
仔
細
に
探
索
し
だ
な
ら
ば
、
其
他
に

も
比
類
の
も
の
、
襲
爵
さ
れ
澱
こ
も
限
ら
濾
。
現
バ
タ
ビ

ァ
駐
在
の
松
本
領
事
が
苦
心
し
て
撮
影
せ
ら
れ
た
此
石
碑

表
裏
爾
面
の
寓
眞
は
、
同
領
事
の
好
意
に
よ
り
携
騰
っ
た

が
、
我
が
同
僚
に
し
て
此
方
面
の
研
究
に
雄
心
な
る
新
村

博
士
に
交
附
し
て
置
い
た
か
ら
、
後
賢
何
等
か
の
機
動
に

同
博
士
の
手
に
よ
り
て
建
仁
に
な
る
か
も
知
れ
鍛
。

璽
　
ジ
脅
ク
ジ
ヤ

　
二
月
三
日
午
前
七
時
バ
タ
ビ
ァ
登
の
汽
車
に
乗
じ
、
同

日
午
後
五
時
十
分
ジ
オ
ク
ジ
ヤ
に
着
、
前
臼
バ
タ
ピ
ァ
の

松
本
領
事
よ
り
當
地
の
富
士
洋
行
店
主
宛
紹
介
せ
ら
れ
居

た
の
で
、
同
店
の
澤
部
民
停
車
場
迄
串
迎
え
ら
れ
、
直
ち

に
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。
瓜
唾
は
全
積
僅
か
に
五

　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
五
　
　
（
ご
一
コ
五
）



　
　
　
第
六
巻
　
　
　
雑
　
　
纂
　
　
　
瓜
　
　
嘘
　
　
紀
　
　
行
（
中
）

萬
方
哩
に
過
ぎ
な
い
猫
額
大
の
土
地
で
あ
る
か
ら
、
印
度

族
行
（
印
度
の
全
積
は
約
二
百
萬
哩
）
の
心
持
を
以
て
す
れ

ば
、
何
虜
へ
も
瞬
時
に
し
て
至
り
得
ら
る
、
や
う
に
も
考

へ
ら
る
、
が
、
此
地
で
は
石
炭
ば
産
出
せ
す
、
樹
木
が
密

生
す
る
の
で
、
宛
も
錫
蘭
島
に
於
け
る
如
く
汽
車
に
も
多

く
木
材
を
燃
料
ご
す
る
上
に
、
夜
分
は
一
切
汽
車
の
蓮
轄

を
休
止
す
る
の
で
、
夜
汽
車
を
利
用
す
る
繹
に
行
か
す
、

時
間
の
不
経
濟
を
生
す
る
こ
ご
写
し
い
Q
余
輩
に
は
勿
論

專
門
外
の
こ
ご
で
あ
）
、
叉
籐
b
多
く
の
興
味
も
な
い
が

瓜
畦
に
於
て
は
農
圃
w
魯
窪
N
。
幡
植
物
園
な
る
も
の
は
最

も
有
名
で
、
東
洋
第
一
こ
も
奏
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
か
ら

時
間
の
都
合
さ
へ
禺
叢
れ
ば
、
ご
池
り
だ
け
で
も
通
覧
し

た
い
ビ
い
ふ
希
望
を
も
有
っ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
往
復

共
此
に
下
車
す
れ
ば
、
勢
其
夜
は
此
に
一
泊
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
の
で
、
途
に
之
を
見
る
機
器
を
失
っ
た
。
難
壁
で

は
世
界
中
即
賢
徳
便
利
で
又
氣
樂
に
蟹
行
の
出
來
る
所
の

な
い
こ
ビ
を
儘
…
翻
身
じ
ハ
κ
o

第
二
貌

六
晶
ハ
　
（
二
三
山
ハ
）

　
印
度
は
英
領
ビ
い
ひ
な
が
ら
，
其
中
気
独
立
國
師
ち
保

薄
志
ご
憾
罰
す
る
土
地
は
省
筆
外
に
多
い
O
面
積
か
ら
い
へ

ば
孚
猫
立
身
の
全
部
を
合
す
る
ご
、
全
印
度
の
三
分
の
一

以
上
に
及
ん
で
居
る
。
勿
論
此
等
の
中
に
は
、
僅
か
に
一

ニ
ケ
村
か
ら
成
立
つ
や
う
な
小
さ
な
も
の
も
あ
る
が
、
叉

其
大
な
る
も
の
、
例
之
へ
ば
ハ
イ
デ
ラ
バ
ト
や
カ
シ
、
、
、
一

　
ル
國
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
各
伊
太
利
本
土
位
の
大
さ
を

有
っ
て
攣
る
。
其
成
立
の
因
縁
に
就
い
て
は
．
各
特
殊
の

　
歴
史
を
俘
ふ
の
で
あ
る
が
、
概
し
て
之
を
い
へ
ば
、
英
人

　
に
よ
っ
て
征
服
せ
ら
れ
た
夙
は
英
領
ご
な
り
、
齢
順
し
た

　
地
方
は
宇
倒
立
國
こ
し
て
呈
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
固
よ

　
り
始
は
保
護
國
で
あ
っ
た
も
の
も
或
は
諸
種
の
失
政
に
よ

　
り
或
は
王
系
の
相
績
者
の
な
か
つ
π
場
合
、
英
領
に
編
入

　
せ
ら
れ
元
の
も
あ
る
し
、
叉
英
領
ビ
な
る
べ
き
も
の
も
、

　
政
略
上
か
ら
其
前
王
の
子
孫
を
擁
立
し
て
保
護
國
ご
し
た

　
ご
い
ふ
や
う
な
例
外
も
あ
る
。
而
し
て
此
等
保
悟
得
の
主

r
灌
者
は
因
a
ρ
（
王
）
叉
は
鷺
ρ
愛
顧
a
麟
（
大
王
）
ご
減
し
、



外
交
軍
事
等
重
大
な
事
件
は
下
切
英
政
府
の
手
に
牧
め
、

ヌ
常
に
英
國
代
官
を
置
い
て
其
政
治
を
監
督
せ
し
め
て
は

あ
る
が
、
煎
臼
通
肝
内
の
小
事
に
は
罵
り
干
渉
を
受
け
な
い
○

で
奨
國
々
に
は
年
々
國
會
を
招
集
し
て
悪
事
を
議
せ
し
む

る
の
も
あ
る
。
之
ご
同
じ
く
猫
額
大
の
蘭
領
瓜
畦
に
も
孚

燭
立
の
小
保
護
國
が
ニ
ッ
あ
る
。
ム
』
此
辱
に
い
ふ
研
…
の
ジ
ナ

ク
ジ
ァ
ご
其
隣
國
ソ
ロ
ご
が
郎
ち
そ
れ
で
あ
る
。
之
を

く
。
韓
2
套
三
9
郎
ち
王
國
こ
い
．
ひ
、
瓜
畦
全
強
の
十
五
分

の
一
に
當
る
。
が
ソ
ロ
の
王
は
之
を
Q
q
話
島
摂
、
磐
こ
い
ひ

ジ
ォ
ク
ジ
ァ
の
王
は
之
を
D
り
集
舞
ご
糟
す
る
。
併
し
な

が
ら
此
等
諸
王
は
、
其
事
つ
る
や
車
駕
若
く
は
単
層
に
乗

り
、
日
傘
を
以
て
之
を
蔽
ひ
、
少
数
の
護
衛
兵
に
守
ら
れ

堕
民
よ
り
は
土
下
座
を
以
て
迎
え
ら
る
、
ご
い
ふ
虚
榮
心

を
満
足
せ
し
む
る
の
み
で
あ
っ
て
、
其
實
力
に
至
っ
て
は

印
度
ラ
ー
ジ
ャ
よ
り
も
爾
ほ
一
纏
憐
む
べ
き
土
偶
た
る
に

、
過
ぎ
な
い
。
顎
外
変
軍
事
貨
幣
鋳
造
等
の
大
事
は
勿
論
の

こ
ご
、
其
王
位
後
識
者
を
撰
定
す
る
に
も
、
大
臣
百
官
を

　
　
　
全
山
二
二
　
　
　
難
噛
　
纂
…
　
　
瓜
　
　
曲
一
　
鼎
祀
　
　
μ
灯
（
中
）

任
命
す
る
に
も
、
潤
た
大
小
百
般
の
政
務
は
一
ご
し
て
彼

代
官
の
許
可
を
得
ざ
る
は
な
い
。
の
み
な
ら
す
、
彼
等
は

一
切
外
間
こ
の
交
逓
を
杜
絶
せ
ら
れ
、
外
閲
よ
り
訪
問
若

く
は
書
面
を
受
く
る
に
も
、
代
官
の
許
を
要
し
、
彼
の
許

可
な
く
し
て
は
如
何
な
る
距
離
の
班
へ
も
外
出
す
る
を
得

す
、
甚
し
き
は
散
歩
に
も
出
つ
る
こ
ご
が
出
來
な
い
の
で

あ
る
。
名
は
王
ビ
い
っ
て
も
、
實
は
膿
の
論
欝
い
挙
挙
漏
者
で

あ
る
。
約
七
拾
萬
圓
の
年
金
を
以
て
、
其
自
由
ご
実
家
の

財
産
ご
を
選
り
、
礁
々
其
生
を
分
り
居
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
彼
等
は
市
の
一
端
に
稽
廣
単
な
る
宮
殿
を
構
え
て
屑

る
が
、
其
前
面
に
は
之
ε
劣
ら
ざ
る
、
否
寧
ろ
爾
ほ
一
履

互
麗
な
る
代
官
の
官
含
が
欝
え
、
絶
え
ず
其
監
覗
の
眼
光

を
輝
か
し
、
若
し
一
定
の
儀
式
等
に
重
て
一
般
人
民
に
接

見
す
る
節
に
は
、
代
官
は
聖
王
ε
全
然
同
一
の
盛
装
を
な

し
同
一
の
玉
座
に
坐
す
る
の
み
な
ら
す
、
代
官
ご
國
王
ご

相
並
び
立
つ
時
に
は
、
代
官
は
必
ら
す
其
右
方
の
地
位
を

・
占
む
る
。
あ
石
方
は
瓜
品
肱
に
於
て
も
支
那
に
於
け
る
ズ
ニ
同
じ

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

六
七
（
二
三
七
）



飾
の
　
轟
ハ
　
巷
　
　
　
耀
　
　
纂
　
　
　
瓜
　
　
唾
　
　
絶
　
　
行
（
由
丁
）

く
上
位
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
正
し
鋤
何
に
有
名
無
痛
ビ
は
い
へ
、
四
・
方
蘭
領
に
取
倦

ド
か
れ
た
オ
ア
シ
ス
の
や
う
に
、
今
琵
に
至
る
迄
王
國
の
名

を
存
す
ろ
を
得
た
の
は
何
故
か
ご
い
ふ
に
、
凝
れ
に
は
可

な
夢
無
雑
な
歴
史
が
あ
る
。
冷
余
輩
は
此
に
之
を
繰
返
す

要
を
認
め
ぬ
が
．
唾
軍
簡
に
ご
言
し
て
概
か
う
ご
思
ふ
。
掬

も
印
度
入
が
磁
心
に
移
住
し
來
っ
て
か
ら
幾
年
か
の
閥
に

壮
観
を
統
一
し
．
今
ス
ラ
バ
ヤ
の
附
近
な
る
マ
ジ
ャ
パ
ヒ

ト
（
ζ
呂
巷
多
δ
を
以
て
其
都
こ
し
・
π
o
勿
論
當
時
は
封

建
鋤
度
の
如
き
形
を
採
り
、
各
地
方
に
は
各
小
王
あ
っ
て

之
を
支
配
し
て
居
た
。
其
後
十
三
四
涯
紀
の
頃
ア
ラ
ど
ア

人
は
次
纂
に
通
商
の
纏
め
瓜
陛
の
漕
岸
地
方
に
家
b
、
商

業
の
傍
同
激
を
内
地
に
流
布
せ
し
め
ん
こ
努
め
た
。
劒
ε

　
認
ー
ラ
ン
ご
を
左
右
の
手
に
せ
る
ア
ラ
ビ
ア
入
は
、
世
界

の
何
虚
に
於
て
も
見
る
如
く
、
此
慮
に
も
二
懸
に
は
周
敷

を
敬
吹
し
、
他
面
に
は
其
領
土
を
開
拓
し
た
。
西
方
ス
ン

ダ
地
方
の
都
今
の
バ
タ
ゼ
ァ
附
近
の
剛
a
3
．
p
・
騰
聾
先
づ
彼

　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
入
　
　
（
一
一
一
二
入
）

等
の
手
に
よ
っ
て
階
落
せ
ら
れ
、
次
に
東
方
印
度
人
の
都

属
＆
ぞ
§
避
妊
之
ビ
其
運
命
を
同
じ
く
す
る
に
至
っ
た
Q

繁
れ
は
何
れ
も
十
五
優
紀
の
初
頃
の
こ
ざ
で
あ
る
。
中
部

紅
雲
に
於
て
も
沿
岸
に
移
住
し
た
ア
ラ
ビ
ア
入
は
、
次
第

に
内
地
に
侵
入
し
、
始
め
O
§
鋳
に
本
藍
を
麗
い
た
が

漸
に
今
の
ソ
ワ
や
ジ
ナ
ク
ジ
ァ
地
方
に
迄
籏
が
り
、
此
に

マ
タ
ラ
ン
帝
國
な
る
も
の
を
作
っ
た
。
併
し
此
地
方
一
帯

に
住
す
る
印
度
の
小
土
寄
は
、
極
力
外
入
を
排
斥
し
た
の

で
、
ア
ラ
ビ
ア
人
の
子
孫
が
風
物
主
繊
鵬
を
執
　
つ
て
か
ら
も
、

彼
等
は
必
ら
す
し
も
其
勢
力
を
失
は
す
、
千
七
百
年
代
の

L
甲
弗
渠
に
至
る
ね
池
は
、
薩
四
諦
寸
十
一
王
ご
ア
ラ
ゼ
ア
人
ε
厭
入
’
ε

の
間
、
断
え
ざ
る
感
電
を
畿
績
し
て
居
だ
の
で
あ
る
。
如

何
な
る
故
に
か
中
底
瓜
麗
質
は
最
も
保
守
的
氣
獲
を
有
し

最
後
国
外
入
の
爲
め
征
服
せ
ら
れ
な
か
つ
だ
。
盛
れ
が
今

日
で
も
此
地
方
に
於
て
の
み
外
人
の
勢
力
に
戚
化
せ
ら
れ

ざ
る
古
代
瓜
嘘
風
俗
の
見
る
を
得
る
所
以
で
あ
る
。
併
し

瓜
畦
の
東
西
各
地
何
れ
も
領
主
樺
の
、
ア
ラ
ゼ
ァ
入
よ
・



り
更
ら
に
欧
人
の
手
に
移
っ
た
の
を
見
て
は
、
到
底
此
豆

大
の
地
方
の
久
し
き
に
持
す
べ
か
ら
ざ
る
を
戚
じ
た
も
の

こ
見
え
、
一
七
四
九
年
頃
タ
ラ
ン
王
℃
巴
6
。
浄
メ
＜
9
。
員

の
没
す
る
や
、
其
遺
言
に
よ
っ
て
同
帝
國
を
和
蘭
束
印
度

商
量
の
手
に
譲
渡
し
、
ソ
ロ
ε
ジ
貢
ク
ジ
ァ
ご
を
其
王
家

の
盗
め
に
保
留
し
だ
の
で
あ
る
。
で
和
蘭
政
府
に
於
て
も

翻
し
。
器
魯
馨
罠
の
名
を
存
し
、
孚
濁
立
國
ご
し
、
一
定

の
年
金
を
輿
へ
之
を
優
遇
し
た
。
走
れ
が
保
護
國
こ
な
っ

た
抽
も
の
源
因
で
あ
る
。
當
時
は
今
の
ソ
ロ
も
ジ
ナ
ク
ジ

ァ
も
共
に
一
越
こ
し
て
同
一
ω
話
§
§
髭
に
よ
っ
て
支

配
せ
ら
れ
て
居
淀
Q
所
が
其
後
、
王
の
兄
弟
の
問
王
位
の

嬢
奪
が
．
漣
つ
た
。
兄
の
王
子
は
勿
論
正
當
な
る
王
位
の
相

績
者
で
あ
る
が
、
弟
の
王
子
は
印
度
土
王
の
里
心
を
得
、

其
勢
力
を
侍
ん
で
王
位
を
奪
は
ん
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
和

蘭
人
は
之
を
見
、
好
機
逸
す
べ
か
ら
す
ビ
な
し
、
苦
肉
の

策
を
其
間
に
蓮
ら
し
た
。
四
十
蘭
人
は
ω
器
島
戸
μ
轟
p
の

燭
立
を
承
認
し
た
ご
は
い
ふ
も
の
、
、
同
憂
の
性
質
ご
寿

　
　
　
第
咋
山
州
　
巻
　
　
　
鋪
雑
　
　
纂
　
　
　
瓜
　
　
唾
…
　
紀
　
　
押
灯
（
中
）

て
一
朝
語
勢
を
恢
復
し
た
時
に
は
、
如
何
な
る
滴
下
を
惹

起
す
る
に
至
る
か
も
知
れ
澱
の
で
、
内
心
篇
か
に
疑
倶
を

抱
い
て
居
た
の
で
あ
る
。
で
是
よ
り
先
、
支
那
移
住
民
の
土

王
に
樹
し
叛
逆
を
企
て
た
時
に
も
、
芋
頭
の
遅
め
に
よ
り

蘭
人
は
直
ち
に
其
兵
を
点
り
、
之
を
歴
賢
し
、
其
恩
を
責

つ
た
こ
ご
も
あ
る
。
今
や
其
内
訂
に
接
し
て
は
其
土
地
を

分
割
し
其
勢
力
を
割
ぐ
に
如
く
な
し
ご
考
へ
、
傍
流
者
の

如
き
態
度
を
以
て
之
を
仲
裁
し
、
全
土
の
三
分
の
二
は
之

を
兄
に
輿
へ
、
其
三
分
の
一
は
弟
の
領
土
ご
し
、
彼
を
以

て
ω
霧
島
毒
舞
．
に
饗
し
し
。
昏
碧
の
．
潮
田
を
樹
す
こ
ご
、

な
し
起
。
宛
も
是
れ
は
家
康
が
本
願
寺
の
勢
力
を
忌
み
、

之
を
二
分
し
東
西
雨
本
願
寺
を
醤
立
せ
し
め
た
ビ
同
一
筆

法
で
あ
る
。
新
く
し
て
出
軍
た
の
が
今
の
ソ
ロ
ビ
ジ
ナ
ク

ジ
ァ
ε
で
あ
る
。
併
し
ジ
ナ
ク
ジ
ァ
の
王
は
ω
葺
器
ご
は

黒
し
て
も
、
其
實
爾
ほ
ω
蕊
魯
§
鋤
に
饗
し
て
は
臣
下

で
あ
っ
て
、
毎
年
一
圖
謁
見
式
が
ジ
ナ
ク
ジ
ァ
附
近
の

雲
σ
q
鎖
ぞ
。
昌
な
る
地
方
に
行
は
れ
、
此
に
於
て
は
Q
自
越
州
窪
は

　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
九
　
　
（
二
一
二
九
）



　
　
　
第
山
ハ
ぬ
登
　
　
　
雑
　

算
鉗
　
　
瓜
　
　
峡
一
　
鞭
一
　
行
ハ
中
）

其
昔
を
脱
ぎ
、
脆
坐
し
て
も
。
蕊
島
毒
舞
に
忠
誠
を
誓
は
な

け
れ
ば
な
ら
濾
の
で
あ
っ
た
Q
所
が
ω
定
日
ビ
し
て
は

是
れ
亦
甚
だ
遺
憾
に
堪
え
な
い
所
で
あ
る
。
で
何
ビ
か
し

て
此
式
を
愉
し
、
ソ
ロ
の
王
家
ご
封
書
の
地
位
に
進
み
た

い
ご
熱
回
し
て
居
淀
。
而
し
て
痴
れ
亦
蘭
人
の
好
む
所
で

あ
っ
た
。
で
蔵
入
は
之
を
見
、
更
ら
に
一
の
苦
肉
策
を
案

出
し
、
私
か
に
之
を
も
Q
鼻
碧
に
授
け
た
。
或
年
例
の
如
く

謁
見
式
が
塞
冠
せ
ら
れ
た
。
　
し
。
三
§
μ
は
意
外
に
も
蘭
人

の
軍
服
を
装
ひ
、
○
∩
戸
聾
シ
⊆
§
影
の
前
に
顯
は
れ
、
座
に
着

い
た
継
書
聖
の
禮
を
な
さ
な
か
っ
た
。
直
領
二
面
で
は
如

何
な
る
も
の
で
も
難
く
も
蘭
國
の
軍
服
を
着
し
た
も
の
に

劃
し
て
は
、
居
坐
の
禮
を
嚴
隠
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。

酔
眼
継
ぎ
同
葺
は
之
を
見
非
常
に
激
怒
し
、
其
後
久
し
く
互

に
軋
…
櫟
し
て
居
た
が
、
又
々
通
人
の
仲
介
に
よ
っ
て
彼
等

は
各
燭
立
し
、
均
し
く
蘭
國
王
の
臣
下
た
る
こ
ご
、
な
り

至
人
苦
肉
策
は
此
に
能
く
其
功
を
牧
め
、
以
て
今
日
の
欺

態
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
〇
　
（
二
四
〇
）

　
ジ
ォ
ク
ジ
ァ
の
地
は
今
吾
人
に
よ
っ
て
b
隔
鼻
芝
（
鍵
鼠
ざ

書
か
れ
て
居
る
が
、
ラ
ソ
フ
ル
ス
氏
は
之
を
尾
爲
σ
Q
図
9
L
郵
誌
瀞

（
帥
ち
ユ
ギ
ャ
城
）
ξ
い
ふ
。
而
し
て
此
名
聡
は
》
）
、
民
夢

（
又
は
》
団
＆
ξ
鐸
）
か
ら
縣
化
し
π
も
の
ざ
も
い
は
る
、
、
、

傳
説
で
は
共
最
初
の
王
を
乞
㌣
蘭
書
－
饗
ご
繕
し
、
彼
件

び
に
其
後
纏
者
は
其
附
近
に
何
て
宮
殿
殿
堂
寺
塔
を
建
立

し
た
ざ
い
ふ
、
）
が
此
属
P
↓
、
⊆
㍗
誘
こ
い
ふ
も
亦
恐
ら
く

〉
）
、
○
穿
）
、
笥
か
ら
附
滅
し
だ
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
ご
思

ふ
爵
位
臨
ご
は
中
印
度
ε
西
印
度
ご
の
境
、
今
○
＆
①
の

地
で
、
デ
リ
ー
か
ら
彫
り
遠
か
ら
ざ
る
班
で
あ
る
が
、
佛
敏

史
上
で
は
彼
鍮
伽
派
（
法
相
唯
識
宗
）
の
始
耐
た
る
無
着
の

此
に
住
し
説
法
し
、
一
宗
を
開
い
た
所
で
あ
り
、
叉
其
後

は
世
親
も
此
に
激
っ
て
論
説
を
二
念
し
、
大
乗
…
佛
敷
を
即

皮
に
流
布
せ
し
め
た
慮
で
あ
る
。
覆
し
て
阿
輸
陀
の
名
は

瓜
瞳
の
み
な
ら
す
シ
ャ
ム
の
盤
都
、
今
の
バ
ン
コ
ッ
ク
か

ら
汽
車
二
時
間
程
の
慮
に
も
》
図
鼠
講
ご
鵬
す
る
勝
が
あ

り
、
是
れ
亦
印
茂
の
同
一
地
名
を
移
し
た
も
の
だ
ら
う
㌶



思
ふ
。
勿
論
食
れ
は
印
度
阿
輸
陀
人
が
此
等
地
方
に
移
住

し
凍
っ
て
植
民
地
を
造
つ
だ
繹
で
は
な
く
、
叉
此
等
地
方

の
人
民
が
彼
佛
敷
租
師
を
愛
慕
す
る
絵
り
、
其
地
名
を
此

に
移
し
た
の
で
も
な
い
。
印
度
阿
輸
陀
地
方
は
今
や
全
く

荒
馬
し
、
唯
僅
か
に
密
林
の
裡
重
代
遣
跡
の
埋
没
せ
ら
る

、
を
彫
る
の
み
で
あ
る
が
、
昔
時
殊
に
彼
印
度
野
事
詩
ラ

ー
マ
ー
ヤ
ナ
時
代
に
は
印
度
に
於
け
る
最
大
最
美
に
し
て

叉
四
方
よ
り
貨
物
の
輻
湊
し
來
つ
た
大
都
會
で
あ
っ
た
。

所
が
ラ
ー
マ
物
語
な
る
も
の
ぱ
古
來
印
度
人
の
最
も
愛
護

・
す
る
文
學
で
あ
り
、
從
っ
て
印
度
人
の
移
住
し
若
く
は
印

度
文
化
の
及
ぶ
所
に
は
、
此
等
の
交
連
墨
型
か
ら
ざ
る
三

郷
鷺
を
輿
え
て
居
る
。
現
に
瓜
畦
に
於
て
も
民
間
最
も
普
岬
遺

に
行
は
る
＼
影
演
劇
の
乏
蔓
毒
σ
q
　
ご
画
す
る
も
の
、
脚

本
も
、
三
主
こ
し
て
ラ
ー
マ
物
語
や
ブ
ハ
ー
ラ
軍
物
語
に

依
っ
て
居
る
。
而
し
て
挙
れ
は
無
言
に
し
て
所
作
の
み
を

爲
慨
す
の
で
あ
る
が
、
之
を
埋
る
も
の
其
大
膿
を
理
解
し
・

得
ら
る
、
程
度
に
迄
敏
廃
せ
ら
れ
て
居
る
の
を
見
て
も
、

　
　
　
餓
躍
（
ハ
巷
　
　
　
雑
　
　
纂
　
　
　
瓜
　
　
陥
繭
　
離
仙
　
押
∬
（
中
）

其
侭
話
の
一
般
魁
會
に
普
及
し
、
其
歯
っ
て
選
る
所
の
遠

い
こ
ビ
が
例
る
。
の
み
な
ら
す
彼
等
は
此
物
語
を
自
國
に

移
し
、
印
度
に
於
け
る
事
實
で
は
な
く
し
て
、
瓜
畦
に
於

て
の
出
些
事
ご
符
會
す
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
印
度
人
が

瓜
畦
に
移
佳
し
豪
っ
て
か
ら
は
、
今
の
ジ
ォ
ク
ジ
ァ
附
近

に
一
大
都
會
を
建
立
し
、
其
糖
化
の
中
心
を
な
し
て
居
た

こ
ビ
は
、
現
存
す
る
ボ
ロ
ボ
ト
；
ル
を
始
め
、
佛
敷
、
婆

羅
門
に
坐
す
る
最
も
優
秀
に
し
て
、
瓜
陛
の
他
の
地
方
に

は
到
底
之
・
ご
比
肩
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
＼
多
く
存
在
す
る

に
見
て
も
、
容
易
に
推
測
し
得
ら
る
、
こ
ご
で
あ
る
。
で

彼
等
は
其
都
會
を
ラ
ー
マ
物
語
に
叢
っ
て
阿
里
馬
ご
命
名

し
た
の
で
あ
ら
う
。

　
余
輩
は
ソ
ロ
に
行
く
べ
き
何
等
の
興
味
を
有
た
す
、
叉

時
間
も
な
か
つ
だ
の
で
、
彼
に
就
い
て
は
全
く
知
ら
ぬ
が

瓜
畦
に
於
け
る
佛
鍛
還
跡
を
探
ぐ
る
に
は
ジ
ナ
ク
ジ
ァ
を

中
心
こ
し
、
彼
此
に
巡
回
す
る
の
が
最
も
便
利
で
あ
る
所
「

か
ら
此
に
來
つ
た
。
ジ
ナ
ク
ジ
ァ
の
市
は
メ
ラ
ピ
噴
火
山

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
「
　
（
二
四
一
）



　
　
　
第
山
一
巻
　
　
　
雑
　
纂
　
　
　
瓜
　
　
唾
　
　
紀
　
　
行
（
中
）

の
南
麓
に
位
し
、
可
な
り
高
燥
で
、
早
早
全
島
中
里
も
健

康
地
ビ
為
せ
ら
る
。
市
内
も
唄
通
見
た
が
、
特
に
注
意
に
・

債
す
る
も
の
は
な
い
。
此
に
王
宮
の
西
細
り
遠
か
ら
ざ
る

慮
に
「
花
園
」
叉
は
俗
に
「
水
城
」
ざ
縛
す
る
建
築
が
殆
ん
ざ

唯
一
の
見
物
場

所
こ
な
っ
て
居

る
。
是
れ
は
十

入
世
紀
の
中
葉

ポ
ル
ト
ガ
ル
の

技
師
の
設
計
に

よ
り
、
影
壁
の

王
学
磐
パ
。
切
。
－

〇
三
の
造
る
所

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
二
　
（
二
四
二
）

頗
る
贅
澤
な
る
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
建
築
材
料
は
圭
ビ

し
て
煉
琵
を
用
ひ
、
上
に
泥
を
塗
り
、
ス
タ
ッ
コ
を
以
て
壁

面
諸
種
の
装
飾
を
な
し
た
も
の
ら
し
い
。
建
築
は
一
入
六

七
年
の
地
震
叢
よ
つ
て
殆
ん
ご
全
部
破
壊
せ
ら
れ
、
今
は

ビ
い
ふ
。
宮
殿
の
周
園
に
水
を
引
き
、
宛
も
浮
島
の
如
一

し
、
其
中
に
あ
っ
て
暑
を
避
け
、
燕
樂
に
耽
っ
た
も
の
こ

い
ふ
。
中
に
は
饗
宴
所
あ
り
食
堂
あ
り
疲
室
あ
b
庭
園
あ

b
泉
水
あ
り
、
規
模
必
す
し
も
大
な
り
ご
は
い
へ
澱
が
、

鴬
蕪
魑

講習伐鉢來將佳瓜

僅
か
に
其
一
部
を
存

す
る
の
み
で
あ
る
が

慮
々
断
片
に
は
術
ほ

昔
時
の
面
目
を
髪
髭

せ
し
む
る
に
足
る
も

の
が
あ
る
。

　
術
ほ
余
輩
の
止
宿

し
て
居
た
ホ
テ
ル
も

一
隅
に
は
、
費
店
が

設
け
ら
れ
て
あ
っ
て
、
此
に
は
瓜
画
人
の
手
に
よ
っ
て
成

れ
る
諸
種
の
土
産
品
が
陳
列
せ
ら
れ
て
あ
っ
た
。
余
輩
も

一
日
食
後
之
を
一
見
し
把
の
で
あ
る
が
、
其
中
偶
々
一
個

の
古
代
彫
像
を
登
正
し
た
。
是
れ
は
ジ
ナ
ク
ジ
ァ
附
近
の



薔
蹟
か
ら
螢
掘
し
だ
も
の
ε
い
ふ
。
石
材
は
瓜
畦
特
殊
の

ラ
プ
石
で
、
長
約
二
尺
四
寸
、
幅
一
尺
三
寸
位
、
彫
刻
は

必
ら
す
し
も
美
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
瓜
畦
古
代
彫
像

の
旧
離
考
品
こ
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
愚
論
の
彫
像

の
東
邦
に
傳
は
る
も
の
は
恐
ら
く
絶
無
で
あ
ら
う
ご
思
ふ

し
、
特
に
近
牽
は
蘭
國
政
府
に
於
て
も
、
英
領
印
度
に
於
け

る
が
如
く
、
内
地
の
古
美
術
品
を
國
外
に
輪
画
す
る
を
嚴

禁
し
て
居
る
か
ら
、
今
後
も
其
優
秀
の
墾
考
品
を
獲
る
事

は
困
難
で
あ
ら
う
ご
も
考
へ
漸
く
之
を
將
來
す
る
こ
ご
に

し
た
Q
此
彫
像
は
男
珍
く
農
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
婆
羅
門

凶
徒
の
作
る
所
で
あ
ら
う
が
、
先
づ
九
世
紀
前
後
の
作
ら

し
い
。
ラ
ヴ
石
は
質
頗
る
粗
で
あ
る
が
、
上
に
は
自
適
を

厭
う
彩
色
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
共
石
質
の
如
何

は
製
作
當
時
に
は
絵
り
外
甥
上
面
係
し
な
か
っ
た
も
の
ご

思
ふ
Q
今
存
す
る
遺
物
に
は
其
上
部
の
着
色
悉
く
鋼
落
し

殆
ん
ご
見
る
べ
か
ら
ざ
る
の
で
あ
る
が
、
此
像
に
は
爾
ほ

亭
々
臼
垂
を
存
し
、
着
色
も
極
め
て
薄
く
な
っ
て
居
る
が

梢
之
を
認
め
得
ら
る
、
の
で
あ
る
。

経
濟
地
理
上
よ
り
見
れ
ろ
戦
後
の
世
界

（
下
）

丈
學
士
　
寺
　
　
田

貞
　
　
次

　
先
づ
歴
史
的
に
槻
ま
す
ε
、
夫
の
古
代
の
文
明
が
地
中
　
　
て
田
本
に
傳
た
の
は
、
主
ビ
し
て
交
通
上
の
關
係
で
あ
っ

海
東
部
に
螢
し
、
希
臓
に
傳
は
り
、
羅
馬
に
盛
へ
、
西
班
　
　
た
Q
希
臓
に
せ
よ
、
伊
太
利
に
せ
よ
、
朝
鮮
に
せ
よ
、
皆

牙
に
移
り
、
又
印
度
の
文
明
が
支
那
に
盛
へ
、
朝
鮮
を
経
　
　
畑
島
國
で
あ
る
。
之
は
人
文
地
面
上
、
孚
島
は
文
朋
の
媒

　
　
　
第
六
巻
　
　
　
糀
鵜
　
纂
　
　
　
経
濟
地
理
上
よ
り
見
六
る
職
後
の
全
円
冴
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
七
三
　
　
（
二
四
三
）


